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申國東北地方の農村住居における空間構成の変容に騨する研究
　　　　　　　　一農村住贋の増築・改築とカンの変化一
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　中国東北地方の農村住居を対象に増築・改築による住要求の変容を萌らかにする。中国東北

地方に現在も生活の中核として利用されているカンとカマドが変容している。増築・改築によ

るカンの取り壊し、室の分鵠、カマドの移動が、D接客空間の就寝空間と炊事空間からの

分離、2）生活空閥の使い分けとして、季簸による就寝場所の使い分け、客による接客場

所の使い分け、3＞二懲欝司居における生濡空間の分離の住要求により行われていること

を明らかにした。
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　　　　　　　　　　　中国東藷地方　カン（坑）伝統的農村倥居　増築　改築

L研究の蕎暴と圏的　　i近年、中国の都毒部ではめ

ざましい経済発展と共に、大規模な住宅開発が進めら

れ、農村でも薪築住居が建設されており、多様な倥居

が現れてきている。その一方で、中国東北地方の農村

倥居では、増築・改築を行いながらも寒冷地方の伝統

的緩房方式であるヂカン（航：k蹴帥を残し、現在

でもヂカン」を生活の中核とする住居が残っている。

本研究は、衡ン」のある農村佳居について調査を行い、　大齢：欄熾薦3肌齢渤鰍謙灘糊キ郎一搬い隅轍

増築改築に着目し、空間構成と磁い方への影響を　畿欝雛羅薯灘臨藝鰹‘綱緯蹴翻縞る瀞螺
分析し、農村柱居の住要求を明らかにすることを醤的　　鰻愛監響麟恥”嚇漁鵬戦驚囎駅敏糀綱灘蠣醗し

とする
　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費9，蓬調査対象地域

2．調蓋概要　　調査は2◎06年7月1日～10日のう

ちの5醐にわ油・騨省大聯榊踏区費躇藷灘轟，購，～遡　　注馨、。。轟。、，，
の農轡鍵居を頬象として行った。実測調査による佐居　　　　　　　．　　　　　＿　　．　　一

平藤・家具配置の採取、および柱まい方についてのヒ　　翻禧脚醜
アリング調査を行った、また、過去に行われた中国東　　講馨；鶴罐

北地方く大連欝金州匿、凌水鎮、旅順口区、普薦店市、　諜器1欝擁

吟爾浜市）の農村住居のデータを麹較態象としている。　　　　　　　　　　　　　短2調懲橡｛据と比轍豫建居
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平薗分醤酵の猿峯礁を列と段によって籔鶏噂▼る。

翼は、爾北方向の壁によって、仕切られた構成を懸す、

段は、策殴方向の壁によって仕切られた講成を癩すo

出入購の～鯵る粥を中央列とし、壕蓑淡藥などにより入

口に変駕が鷺られるものは、元々入識の勘る部分の

ことを整峯す。　まこな出入にコカ鰻主戸ぎ垂腎‘こある場含でもこ

のよう仁：表認するψ

fig3増築・改築場所と内容

各猷の住描の多増攣善麿・率　譲撫議鑑灘鰯曽醸
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酉列、西列、東強　力　を取り壊す住履力見ら

れる。紅りC㈹鑓ではカンを取り壊した後、カン道と

呼ばれる水平の煙道や煙突を設け、ベッドが置かれ、

孫の寝室として使用している。さらに童要な生活場所

であった東豆列のカンを取り壊し、テーブルやイスを

設置し、客庁としている。ベッドも設えられているが、

日常ではイスの代わりとして、または客鴻の臨時罵の
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割され、炊事機能から食事機能が分離し餐庁になる　　　　　一一
住居が見られる。1しuO60鱗の餐庁では、テーブルと　　碑　　　㌧，

イスが置かれ、食事と家族の団らんが行われている。　　1、

伝統的農蟹儒居ではカンの上で行われていた接客が、　　　鳩一

1ω060擁では中央列を分瓢して出来た室（客庁〉で　　1　目　，　　　　　一蜘灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避

鰻撫毒ll二論総靴響瓢ξ薪燐・ノ撫惣、

報分謝る専縢の発生｛綱中央列が分一蒲盛一一　　　噸

するためにカマドを移動している住居が見られる。伝

統的農村柱居では入ロとなる中央列に炊事機能があ

り、東西にカンがある場合には入ってすぐの両脇にカ

マドが2つ設置されている。数uO60煽では、中央列

のカマドを駁り壊し、東1列にカマドを移動している

が、一部の炊事機能は増築場所へ移動している。改築

時に中央列と東夏列の間に壁を設置し、親盤帯と若世

　辱Q昏r＿禽嶽隠．
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いた機能が移動してきている。　　　　　　　　　　　　｛㌦　　・　　　　　　　　　　　｝｛畠レ　　ー

絡糠機能の灘剛2騨力童独立して生活　L“㈱鞭列劇夕暮　鷲糧翻の移動

議 L晶　　　　　　　　丸

α：聯 ←　　畢喩＿㌧

秩@欝

@留
翻 鹸 ；

甲

夏

帯の生活領域を分離している。蜘◎61甥では、カマ　　　　　　　　　　　　　　　　　麺B就寝形態の変化

鞭篠灘麓叢1備襲鷺1誉繍「言キ　　．
から炊事機能を移動し世帯毎に炊事機能を所贅でき、

壁や共用空題によって世欝を分離している。

5。増築・改築による住要求の変化　　しつらえ、住ま

い方の変化により就寝形態の変化、接客・食事空問あ

るいは就寝空間のカンからの分離、接客動線の炊事空　　’

の壁をガラスにし、空間的に一体感を鋳たせ、その空

1瓢犠瀞驚驚蒙囎薩鎚　離痔写二∵1右湯三染凝
でもカンは使用されるためカンの上が暖かいため東2

列のカンを敢り壊しベッドを設置することにより、娘　　　　　　　　　婚9接密食事空間のカンからの分離

の就寝場所となっているが、夏には爾親がベッドで就　とにより、炊事空間を分鶴して墨来た客庁で接客・食

寝し、冬はカンの上で就寝するというように季節に　事を行っている。また、匿瞬060鑛では、カンは取

よって就寝場勝を使い分けている。季節によってカン　リ壌されたが、カンの上で行われていた接客・食事

とベッドを使い分ける就寝形態が発生している。　　　は、テーブルとイズで行われるようになっている。し

5－2，接客・食毒空間のカンからの分離｛§99｝　カ　かし、就寝機龍が、東至列から東黎列に移動し、カン

ンの上で行われていた接客と食事は巾央列の分割や　の上で行われており、接客・食事空間から分離してい

カンの取り壊しによって、カンの上から分離してい　る。藍しり0甜薫では、炊事機能の移動により爾方のカ

る。膨060顯では、西1列を寝室として秘用するこ　マドが取り壊され、中央列は客庁として親徴帯、若世
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帯の共用空間とされている。客庁では主に接客を行っ

ているが、年配の客、若夫婦の先輩に対しての接客は

親夫婦のカン、若夫婦の同輩などに対しては若夫婦の

カンで行われるなどの接客場所の使い分けも発生して

いる。このようにカンの取り壊し、カマドの取り壊し、

室の分割によって接客・食事の機能はカンの上から離

れるが、就寝機能はカンの上に残る。また、客庁の発

生により、カンの上でも接客を行うが、客による接客

場所に使い分けが見られる。

与3．炊事空間と客動線との関係1脅9。10｝　炊事空間

は増築・改築されることで室空間の細分化、カマド

の移動が起きる。伝統的農村住居では入ロとなる中

央列を通過して抗のある東丑列で主要な接客は行われ

る。つまり1、炊事空間を通過し、接客空間にアクセス

している。しかし、増築・改築を行っている住居の中

には炊事空間を客動線から分離する住居が見られる。

護LuO61覇は、親子2世帯の家族が住んでおり、増築・

改築の際に親世帯と若世帯の炊事空間を分離し、世帯

毎に炊事機能を所有している。若世帯の炊事空間は、

中央列にあったカマドを取り壊し、東1列に移動し、

その際に室を分割し、走廊を設置している。走廊の設

置によって奥にある接客空間である東2列へ厨房を通

らずにアクセスできるようになっている。親世帯の場

合、西側に炊事空間を増築し、西2列を主要な生活空

間とすることで、伝統的農村住居の形式をとっている。

しかし、来客は中央列から西星列の孫の部屋を経由し

西2列に動線をとっているために炊事空間を通らずに

接客空間にアクセスできる。〔LuO604】の住居では、

中央列の東側のカマドを取り壊し、東亙列に移動して

いるが、北側に増築された尾房に炊事機能を移してい

る。東丑列にあるカマドはおもに冬期に使用されるも

のであり、主な炊事は尾房で行われる。そのために、

　　

○　○
　垂

蜘　凹慰氾
鵬翻
　麟 しuO601（改築を行っていない住居）

9H

擁

　　　　　　ザ

螺

○

華　［羅郵且

購翻

回

網
蹄

LuO609

騒1雲 ρ魑習［囎貼鰍どF

・○

毒懇麗　羅毒　［限・

Lり0611α
分割

増築

　　　　鴫＿　国P耳’
灘。

Lり06習b

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flg．10接客動線と炊事空間との関係

親世帯への客の動線は、炊事機能と交錯することがな　になった。

くなる。しかし、炊事空間の増築・改築を行っている　8・まとめ　　本研究では・中国東北地方の住居におい

住居でも、炊事空間を分割しているが、客の動線は分　て増築・改築よる空間構成の変化が、機能区分・機能

離されておらず、接客空間までの動線と炊事機能が交分離世帯区分により起こっていることを明らかにし

錯している。これらは、カマドの取り壊しに伴い炊事た。住民はそれぞれの住要求にあわせて増築・改築を

機能を移動させることが、接客動線と炊事機能を分離　行っており、新しい生活様式にあわせるのではなく・

させている要因であると考えられる。炊事機能の通過　カンで行われていた生活を多様化させ、カンを残して

から炊事機能の回避へと客動線が変化している。　　　いる・

　よって、増築・改築による変化は1）接客空間の就　　現在中国は急速な経済発展とともに、住居形態や住

寝空間と炊事空間からの分離2＞生活空間の使い分　まい方が変化してきているが、中国東北地方の農村住

けとして、季節による就寝場所の使い分け、客による　居のカンのような地域特有の住まい方を継承しつつ変

接客場所の使い分け、3）二世帯同居における生活空　化している仕組みを明らかにしていくことは今後の住

問の分離の住要求によって行われていることが明らか　居計画において重要である。
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